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試験管の一括読取り装置 

ブーストアンテナ 

試験管 

コントローラ 

平成29年度新製品開発事例 

 

IoT化に有用な微小RFIDタグ及び金属対応RFIDタグの開発 
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■技術開発の背景 

・微小RFIDタグ：あらゆる部材の識別情報を，電波を介して読取るRFIDタグは，小さい部

材や可動部材などはRFIDタグのサイズの方が大きいため取り付けが困難である。そこで

タグを微小化し，部材に取り付け，または埋め込みできる微小RFIDタグを開発した。 

・金属対応RFIDタグ：現状の金属対応RFIDタグは，金属上で目視できる位置に取り付けら

れている場合は読取ることは可能である。しかし，タグが他の金属に接触した場合や積

み重ねた状態では電波干渉を起こし読取りは不可能となる。タグに使用するアンテナに

工夫することで，これらを克服し，金属背面からも読取ることが可能なタグを開発した。 

 

■技術開発の内容 

・微小RFIDタグ：アルミナ基材上に薄膜技術を用いUHF帯アンテナ

を形成し，そこにRFID用ICチップを搭載する。まず，約0.5mm角の

微小RFIDタグを開発した。これを試験管の底部に取り付け，ブー

ストアンテナを用いることで一括読取りできる装置を工業試験場

と共同で開発し特許申請を行った。現在，約2mm角のタグを開発し

ており，通信距離の更なる改善や，金属の影響を受けないように

するため搭載のICにはオートチューニング機能を採用した。 

・金属対応RFIDタグ：電波は金属の表面を沿って流れる性質がある。その表面波をタグに

取り込まれるアンテナを採用することで，金属背面からや積み重ねでも読めるタグがで

きた。また，このタグはアンテナの開口面積を広く得るコア技術を用いている。 

 

■製品の特徴 

・微小RFIDタグ：小さな金属部品から大きな金属部品にま

で埋め込んで使用でき，まさにIoT化に向けて有用に活

用できる。 

・金属対応RFIDタグ：金属背面からでも読取りが可能で，

複数形状にも対応した金属対応RFIDタグが実現できる。 

 

■今後の展開 

・微小RFIDタグ：自動車，建設機械，航空機などさまざまな個々の部品に取り付け履歴・

品番・サービス情報に活用できる。 

・金属対応RFIDタグ：複数形状の金属製品に対応できるため部品の出荷･在庫管理の作業

効率を改善するだけでなく，自動車や道路インフラなどに応用し，交通・運輸のスマー

ト化を目指すなど，さまざまな用途に展開できる。 
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(サイズ56×23×5mm) 

 
金属対応RFIDタグ 

 

 (サイズ2×2×0.8mm) 

微小RFIDタグをボルトへの埋込 


